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I. •謁查弥究経過一の:M要

瑰地調査年月

概查 四初ヨ8牢ア月

精查 理和简年夕月 

謁査碌灸担当着氏七

汰業纹株墉北渥追交場

主查 高梅勇 、柳沢魂健

荃汚 悬內均 、真鍋 BS . 旋泉久天

土壌 歳本正象 、山本肇 ,塩唐正旌 •滇田 勝
辰內税子

I.額查研究の成果

A環境区分匚弱する矫究

(/)謂査地域の槪況

也 理 五狩川の太流、空知川の申流・も岸、石狩间、芦别布 

に也遺し、北媛石33‘、谏至/*2°/グ、讓查对照辛業区は此 

凝滬、遭有林、遂川林務碧の设管にある。

交涯盟株 根室本綠、赤平统、声别默のぽ氐・、中虜であって、 

赤平駅の琼方/のキ日、声別の北方タキロであり、來海曲に便 

利な笹瑾經のよい匕ころである。

溺查面積 擬双面硬は次の如くであ｝)'

芦別事業区 タ"。 h,〇,

酬耘内車業区 3 0 0 ft久

新十津川奉業区 2 0 0 ha

針 /. 0 〇 0

澹直面禎ば芦别爭業区、る田※辛業流祖・当

/S. /E就斑 2 00官 ぐある.



M 族

景參測廉河.姓ノ采澜糠苗の酒查にょ芥成、年軍切 タ"。じ、 

最低ノ耳ーえ/。C、最蒿はぎRの20.クで°牢降水曇ノ "3ミリ。 

主罷の为聞は冬期,北泉。夏期・面鬲で折る。湿浅牢平刃7&3 

%。積雪量は大を2勿に及ん还いる。

福井氏の気農区分にょ泥成大密棵区名<即ち、冃乎均员溫ド 

〇で以下の月数«以上)•山気/i戻区。く即ぢ,夏期は著しく蒿 

溫,冬期は涔建依溫.蜂水量大)区ヒ入り、迎族する上)||金地 

蕾良奔盆域尋匕湄以の內建/隹気槟を示している,

集•1 気 象 表

~N〜

/ 2 3 牛 g ク 8 ヲ 似 // ノZ 年

軍 爾惹 -クタ ーク/ -2ク 宥 必 澎タ 22." /影 〃ダ 2? ー祭 «タ

均 盈ノ決 -グ/ -ク・ク つ子 2夕 ダク 公 2% ノW 密 -幼1
公フ

気 芙唄 ー忍 ー传 -2么 心 /// /&3 /8.6 彩 ,么g &,/ 堂 -42

温, 夕蒙 ーか _み - 2す /境 /抑 "•8 2ノK ノん/ ヲク 2ク _勿 点

°C 卷冕沢 -<8 ー冬ノ ノ2 ノ公8 卷/ /彩 テす -幺/

W奄 つタ -X? 孑 えク ノタノ 223 次,/ 2%? Nぐ ノ4夕 ん夕 -M 々2
織ノ采 -3.3 -2.2 * 敬 /んよ X ノ N•ク J2Z匕 -/ク 〃ほ

美唄 つク 一人S 2夕 アク /ンク 初 w
... -•

洛2 22^ ノん/ クヨ S Z2N

タ衰 -2.8 -2〃 /8 々 ノノノ 2/9 話 NZ 习〇 /心 臨 _於 〃ん

也 巻見決 - 0.8 -Z2 Z8 ノ忍 心 2〇タ g N/ 28/ 培タ -〇ノ ノR

兩逾 -Z2夕 一々タ _钏 -" 刈ク /Qぐ 從 ノう 〃笑 48
^

_/ノ _よク /.6

皱ノ天 ーな8 ー瞬 つ9 -2ク N石 紡 ノ心 /QO ア/ 一 2夕 -// 3s

美吸 -/2? -ZZ2 ー用 -// 召 恣 /ノ4 /^.8 ノ応 タク ーノ,0 -<?./ Z2

夕 M ー〃% 一/パ —^3 ーイ/ 久 お ノ52 /46 //2 -^2 夕

°C 绘貝沃 ー粉 ーテ/ ー约 ん〇 /^S /&/ 〃ヨ Q 一/ラ -8./ スク

離 
来膏
爾W ノ初 猝ダ なZ 绍2 么2 672. 切8 /g ノ卯双 "ん 3Q ノ拐Z。

雄ノ沃 ノg 羿2 /心 必ク 8ノっ ぎ労 /S/.9 /?/2 /Qク 必’。 裕ク / ノ Rm

/ 2 1 3 4- J~ g 7 8 夕 y〇 // /2 牢

票斐環 /M、8 やN 彻 &?ク 冬 セクg唇/ ノや・/ ノ /ら淬 ノ丞 /ノ忍 <2
板ダ設

Z〇04- 當2 少s % 初 知 〃妃 ノ羽ク ノ‘用 〃ろお 々ク /おク 〃2以
気奨天

/以タ 宙 防ぎ 以 祐 绍/ ク会ク 〃神 ノ巧 /9〇’£ ノ〇/,〇 /S29 ノ2を,

齣理見決 NE NE S S 5 SSW SW A/E NE 〇 S

城趕圾決 %ノ ククク ク彤 石ク 々6 を 82.0 S2<L 云 海 ククタ 密ヨ ク&3

腿1 クリモグラフ

3.
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地衫地真 調查也域は雲兄!川によって順稀ご冊な交菠山族の 

比端都に当り、、至知)IIの比部'匚イルムグッア山(術()mDを鼠 

裔とし、比歎的緩斜面)二庵か爪て(、る。地:貫荼箍ほタ惹小敢の 

基皆をなす白亜紀乏中心)二古爵ヨ紀・斯雳3紀が瑟出し、斧别 

事業区のノ|)レム"ア山は妥•山建、火山槨出物等・より杭る"N 

肚舞の妲埃の地質別也彤解枚の結果の葬細は俊述の亶リQ切瓦

Jz< 淹川林務署營內の土裴か布歧尸次•3つ如く、考c理が、 

正・副的に広く、比潺道理道央弛区の禁底を示している。本土喉 

は北渥道家3紀眉地楮に分布すな特•有のちの匕号之ラれ・道有 

林若田技歸はこ农を.さらにBc(cu) . Be以) £この3豆•型に細分

Iている。

本:t瓊は1、ドマ・の天無夷莉、左育に司員、ヒ云か双こいる,

勺项 _土ー壊型ーの 分布

% 芦 别 。 紫瑟內

椅(！®
7〜



%

欠)

朝

30

&

仲

芦制一 g “
的 

勿

4〇

3〇

&

魂五內ー

.1-1

3紐

1 1
如 Be Bcc(d)ffoCJ) Bd) Be Pg Bo-E.r Begl 高也SL

酔
叶赤平一ラ短 

枷r
LiL

Be 8c Bc(uD Bs(J) Bd Be Pdjti Bo-Er 喝勺

\

Bb Be Beく3)Bo(d) Bd Be Pom Bd-Ep &ーゲ

漕鹽諸登域の工壌.はF"ヨの如く、族沮阮•Bd以)业より 

占めら肚て('ゑ。

林呪、権生.瘡)II袜務据管内芦別争業区は 爲b,ZM 林如く 

云莱街林地巫迷林地の歩に針薬樹封;地色見る<植史はクマイザ 

サ、オクママザ、サ導、危主七し、低海探地帶1こは单木植舰ゆ模入 

あ見る,

Tab. 2 林况匕植生

地区
ww
±^L

蒿木喑

/\

更蕎木・暦

As
芯木楷

B
草本陽

C

まん)ナい頫

D

声珈

W

ク"ク

Bc(®

<25R)

ダケカ水十) ダケカンパ(十) ク寸イザ、廿(5)

(木5、リ)

Mスナラ(2) 

ダ沏ン丿〇れ・〇

Eマ曜六 

林・ミズナラ什)

エソ、、イダWヾ笑 

0Eマド、、

クマげ"?)

»シ/Tシラ(2)

ーラ〜

地区
饷型

顧木昭

A

亜簡木階

As

施木W

B

草本卷"

C

束んけい缜

D

芦別

ふ"ク

Bd以)

(KR)

ハ泓ワカエデ: 

ミママンキミ、エゾ 

コHO)ハ、エゾ、イ 

ボ、夂ツクバ、ナ、井 

オカXノキ

夂冶

Be3 

(20/0

汙(/)、而從, 

ペマタマ(十)

wハタ:ヾズキ、マ 

カド了カダモ(十)

コブシキノ成ッ 

リバ、大タラノキ、 

アカダモ、农グ 

スマ"小 

ノ W对、ヤ㊉

ク"册(4) 

フ必Z沦ド、、 

功、、二口ヨg 

呢オW、ワラ 

ビC±)

コク 、スヤマブ心リ 

ヽyダンしシ、マッ 

フ'廿(十)

4～〇〇

Be(3>

(20 R)

乂 $、日カンパ⑷

汙ノキ(が

乂ジロカン)ヾ、ミズ 

弋カモアオダ、 

もコブシ、匚、ノ、'イ 

タマ、ヾズ、•杉(十>

アカダ之•汙ノキ、 

木ホカ乂』タヤ・オヒ 

ョう、コフ、、玄ハ/H 

タザヤエゾユスF 

ハ、ノ 1)め/ギ、ツリ 

バナ⑴

クマ』ザ汁(幻 

フ庆加於ダユ 

>〇ンソウェリ彩 

枷ミ

'、ノタラル・コクス 

ママブジ

4QQ

B、d

(WR)

アカイモ‘以エゾ、 

必、枉ヨや3)

ヾズキ、オヒョラ・

汙、コブシ、や、 

ダ、(十>

タラノキ、ノMイ又 

丹ヤオt3'スキ 

ハダ、、江vカダ 

孩玖夕てべ 

二イタマ(十)

クぞイザサ&) 

妨・ラマラ・幼 

ゴ^ラノノサ、フッキ 

、位•ヨブ天牛 

クルマバソラ、コン 

ロン沖クサVテ 

ッ,エ、哥木ア 

ザミ⑺

ママブドウ、ユクワ 

ッタラノ即

声别

3紀

?OO 

bd 

(1®

ア刀?e•志ニグ、 

)庶、»K メジロ 

カンパ、

タラノヤ、au 

ザク玄ノ))少ッ 

や、 アカダモザ

qザサ(幻 

ョブスマ財ジ、ヨ 

ッパヒ!冏、フッ



地区
朝筒 蒿水商

4
王笥木階

As

低木隋

B

草木普

C

まんけい澳

D

若別

ョ紀

200

あ以)

U9R)

v)FT.2牛

ワカエデミズ、ナ 

ラ・！:ソ、'イタヤ、ペ 

=イタヤ・マカンバ・ 

ァカダW・け、井 

Eマド⑴

エゾメタマ.ハ竣・ 

ワカエデ3Kベ、 

二4ダVコブシ.卞 

ラルシ.ノりウッ 

や

ク日ザサゆ

ヮラビ、財ヨウ

ツヨKt)

Wブ、附

2.00

BD

Q3R)

ヾズキ、=ガモタ 

ラノ七.ダノ厂カ刀ヾ 

ィ劝ヤM

欠イ护TO、エ 

y%芋•ピヨド 

リバナイタ心、 

ラド・フツキソラ 

(十)

ヤ"吟

現旺凌杯区トドマッ、カラマツ纭主こして行・戒ているかヾ、 

カラマツについては、マイマイが、先柘ラ岑の発生艺貝て斯檀 

地の保護に注憲が、向けら 渔こいる。

适 林 地 而 W 匆・年/2目理左

卜1ヾマッ 2 mm炽 ホ ホ / ha.

エソ、、 マッ 彖 V 夕K 4

カラマッ /・ク％ マ カ バ、 2

トラヒ 4/ ス トロ ープ、
■

2

マチダモ 24-3 卜 木リコ /

ク ルミ 4 < 冬490

⑵域区区分の根撮匕遅地五の骨檄

地・働に・山房、昴5妃層•白亜系段3つ反.)ナう放る狀ゝ 

海林地は大鄂分篇ヲ紀清也漕に欧う爪.(此海蠶の-級物順向ン 

兩姿々知泉过保骨管車状渓好に疔布ノJ!、は較如正・隔な稔•音さし 

杉匕寿えら浪る芦別聿業区、ぎ田沢車業许害网匚之ンんだ、,

也實別匕行・った地形解林の雄巣ば E・4Cだ。)盗!)で、 ある, 

二の姑果な嗟翻す地ば、况の如くである。(Tab.か

の 卖山者曲区 イル厶ケップ山中朦以、エの地帯还担坡筒

华)0へ財〇、頂南北匕蛾走,する彼相の京暇0らなり、荼支敢 

な谶頓斜を杖して分走してIゝ如 垃貧系説は索藏遅も、舊淹 

曜右塞山岩旺、W頂附並には大碧魂が歡担する。

中腹剖)二は火山剿以物を被應し、爆4貌上部洪積続)こ橘し 

ていろ,ササ・の怨生地帶で山頂まさクマイササな祯磯さ泓て 

いうが・匿キは战く・マイズ、 ルソラ、ユキササ客在混狂し、 

優王のナ尸カマド案散企すの。W頂下"部は形質不鼠のダケカ 

ン・ベ、の琦林である。土壕K丈の筒いオクママ卄サつ※生下・/h 

潛、Z(層の蹈達來鼠であるペ' 8層下"部の風化はヨ於リ您んな 

卷赤聊福隹五淫し,安山憲土壌の除破を示してIゝる。ー嫩に 

徹狀ムルゝRc、君z><め型祥分布Iている。

冲腹娜)よ龍狄のゆ刀やわ、な劭年期她彩を呈し、氷葉満林下、 

華本植堀め帳入を見る,土・啜点娑山書、ち荚粗面恩質ゆ塊岩、 

国碾区含む/9Wつ亜セ暖さ漏顧土の分布も應斜也幡匕なく誕 

め该机七a

b) 斧割ーヨ紀啻地区 イルムケッブ山瘡ー滞01J彼筒/知 

へ 、〇、の地区であるマ地質系統は新古券ヲ妃層群よりほり、 

涎烏、碰卷、松'・掠る碧種で壯•年期地形を皇し、食滅度が大 

玄 < 腰歡も進行Iている。地乾物に山瘗柩地鄂さ気源湿和で 

広葉爛•林下、大型草本の繁袤も著しい。地堕働)二は里山地带 

延澄林地の兹績もー撇)こ溪坪であ吝.

セ壤はBe, B d以).Be.(沢毛い)カヾ分旬する,広葉跡林下 

でな粒狀ムル・針葉爛•林下にはモダ、ー、モル型の土暖が謎・達 

Iている.

〃～



の 敏卷穴地匹 夕嵐山取の北端还五狩我田の中枢・地精で、あ 

る。恭會包グ〜/Qクの供山地潜还潦ヲ紀酒のヰ)ニー都白亜紹 

上都圈辟必は璟する。タ 紀野也糟は上混声别ダセ層聲より古 

く .夹炭層を多く含さコとに眸鱼痒、割り•断習多く、地糧、 

地形か’徳滩巫ある。娉種は秒巷,淀碧、勇城:をセ匕する。石 

狩平L野)二通する地椭は幣)二南而渲・の澎禽をうけ、 土壌糖生の 

拷做在示しているマ('携煤系土壤の分布、カラマツ先耗裁の 

襄主導)

諏耘内内健邸は宗漏通和さあり、皿檎、下箪植生の緊炭 

もよろしい状、、旧转hie天漑ペンケ川浴いほ空知寧野より '算 

の犢公状、あり、炭田關珞に伴う影存<烟曽、洛汲、地眦双下) 

を茗干うけている。

卜｝、'、マッ逐林の庞・績は中輝还\ 地橱!Zよりす炎リの相窪が見 

カ讥る床うで、 ガる。土塚は,メBe BdCA).饥9型爲' 分布し、 

漩:狀ムル型の 土塘が多い。
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Tab、3 也形区分一寛表

地区 W1 地< 地形 頫斜 繼髪 色伏屋: 土曜型

彻现

安山岩 

y<u»wj 

(Pleis+o)

)1'円锥 

灿阿 

幼睥 

山地

/5--30
/〇～3〇 

硒2の

初-龄

23-300

3g)齢3

(如灶)Be

/yo-

400

射齡紀 

(貝、99 
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Be, Bq

I

(3)冬種土襄・の/眩狀オ、よび介布
建川氷斎署愕外の土変謁查クお果は梅紀に老、 いて淺明し吒よ 

うに、8b, Be.め(め、Bd、Be’彩/〃. Er型娯舟分布する米、 

その屋我環.凍につ〔、ては次の如さ辫徴拼ある。

/Iタと型土癩 片万層の堆頑少く、A皆の珞達セ着しくな、

外層は江狀スは蛭果狀爾寇菸路葛:し、境熙菸判然匕 

してはる。y9層上掷ば坚果狀它あ0获&層K判広抵褐色在あ 

び、やW粮預直研匕妙み。妄出当、ヨ妃督地楮の出噸嬢斜画 

う、以板繚泻いに出、琬する,分布面礎は少'い。

2.召c型上嚷 丼層を火ぎ、尸層より直切匕紘賓セ癒ぶ還沏

北,沛・継狀厶)レ艺皇する。A層は淡黒裾楚誕航状ないし坚 

果賊滴澄を室すあ。8扈も坚累状オ亜瑰状施逐び爲建し、A 
B!の廃歌は曲のかむ雄い。婆心岩、ヨ終層地滞の山腹斜面 

になく出・斐ザ0舟、大きな理形<区分よ!)ぎえ床、暂江山の双立

2S〜



峯とかを将平野)二面する 熟衝也珠にセの分布の比率ぶ、大きく, 

〃ぞ面Kり8W画)二出弱安疥多い。あ檀生はサザ地都、針葉 

耐林下に分何の順向谈ある.

3、 赤以)型土凝 戸屉の卞に月稽を扱き口脸狀乃至近狀褚 

斐のん/唇び'菸夜ずな.,ZIn種友以 5脅上鄂にIば’し成堡果 

狀万至塊狀橘技の珞愛を刃3舟•層也の推核)束滴族痢であ硏 

瘟扳髙充^以下の建山担、火山拋衣物、3烷扈、白豆姐地苟 

)二W蔑料•而にゆく iK鬆する,願史は涸葉衝林下六型草本地带 

び環型ヒ毒・之以 讯るがトドマツ の波林地尙奁も8c型より供い 

平衝及至凹斜面区に山瑚グ.順向を敵た。

4 を型±<. 水醐查ではニウ型の岀说に遭遇しなかつだパ、 

旣狂の謁豊で' は山横祗弛部で、多匕め必)I、蚱ヒ古舞3紀より白 

碧米地梢ヒかけて二の亜の分栢菸広いぶラなあろ。

夕 月E型士裝 た酒の不、口粧獣應技<3 A種び維さ、タ脅下

部に煮戡をオめある。標去物Hタ左ビ異リ. タ宿にW坚果狀 

ガ至樂狀の癸谨をのろ二匕は本地・区土壌の辱徹还訪ろ.

一敵匕沢遊ひの核女堆穢補に出虔するJ

よ•尸つ/〃

ク’Er

コゆ兩土囈型は療况詡查刀唆、裏山处、0綻膏地精力殁繰 

迎くで 若于汙匕"«程度ユ分折キ’作く蜂)二・載しなハ・

Fc/ /ダ代表:t慮断面模太図

Fl/ /S 芦别ーア紀也匹土塘図

その地形、毋林、林水勿赤废状熊はTab、4•に禾、W・まほそ 

の理北.犖钢饪獄な丁成5、T・グあ・よ〇分新-結果の通りである。
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B,材木ゆ鼓費匕環環因子に阕する砾荒

(/)地枢指教曲線の爲•徵

痢家林分のノ2ケ汚・のサんフリレポイ > 卜にあ、いて、2ワ本の椅幹•解 

柝玄朴N态い、地框指数曲錄の作・抜資料を求めた。輪M核の位! 

追:疥ら測定し杉ノ年ご匕の橱蕎の手羽通は第ワ菠の惹))である.

了小7 年令別平均樹・喜］

樹 令 4 す g 7 8 ヲ /ク //

科橱高翊) ケ密 /・/§ /クタ 2.K 2多 ョク;7

Z2 算 XT 仏 ク /£ が

航 6.碎 ん以 £5/ フ心

20 2/ -22 が 逐 彳

3-.S7 ヲQ /ク,2ク /ノIX //88 ノ2 3ク

23 之タ ふタ ミノ 汐蚌生;〃小針22本 
•ゴイ蛇生、タホ'
夕/年生ヾN本Z2.SZ 石逐 3お /谷28

地也指穀曲繰つ为ソ ドカープ)二は、怀正指数曲繚去

# = J a£ 七 (/)

を棱田するよう指示ミ汎ていろ。族慧的繰はー揪ヒ黄戦曲爍匕 

なる之匕抗知らこ1、る於、腸正指・教曲練は西曲繰さるっこ、 

々<〇の匕き下)二凸、a>〇 のめき・上)こ凸匕なる。グ>ク 勿ピ 

ざは、はじめ終庭匕淑辰し、後次節に涙衰處度危激じて、一定 

値Xに骸りあく地づくの旺、S狀浊練の上部の迹威、炙匕环なせ 

る。スく 〇の匕きヒは、曲練ば下・に凸らなり、军令の増加し匕 

も匕傩米限り林く增式するエビになつご、域膏曲練衣匕して 

点朗以カ、)二本卷瓊さある 〇 F唯、/ふは旅ク惹の數腹をグラフに 

谿しちものであるが、芦判 史区の樹清该曷がs獄の傾岡にしな 

務うN匕疥を疥る。

Nのような資'料)二の去、を杨ては切る匕さ、ビちらの顾ビ曲匕

へ而2

_______

な多さゝは,次の长うにして簡単に知ろN匕カヾでぎ至。

樹蒿災畏曲躁は単謝增忱后訪ろ小ら、(ノノゆ一次尊函救は鷺に 

正还

- a (如・沽> 0

よゝ还、J-^y 〇だから.楽ぐ/な兴え>〇で上に凸、M>/ な 

ら々.く 〇で下匕凸で场る°

一方、〃ノとに本、(、て・ 七眸夷の樹蒿斐 収 匕亦さ、眸題〃隔 

丸玄国淀する匕、

い二K ー球山

二"七十(/ーめK

ゆに1ニ・ ="R X *

=疑 A =</ー以Q K

と亦く匕

Y 二/ヤ B乂 ⑵

であろうら -・十ナ机玄推 に対混、させた定分図は道線になる。

ュ、では塊=/だ、から

R = B ガよび K=4/«/ータ)

Kの値は、⑵バy=Xのグラフ 、寸秋えち索実疔うX軸匕心 

〇)個度で〇、いだ直鏡匕决る英のX座標匹ある.を讥さ、差.差図 

の傾向線の延密小、更源y=xのケラフ七 g位置灰庆、 正芒 

あ％わ、負で、材ろか(二凡はそ爪若れ4く/、Q /に甘芯してい 

ろ))二よつこ、 〃ノは上)二凸亦よび下)こ凸匕なる.

爆/卷の賞料ヒついて差分図を作る匕R・读、/クすよう)二な羣 

上)二武べた条件から

ふ>］、 K く 〇、 a く。 ^

こ凸匕なろこ匕は明りかなある。し杉病っで、 トドマツっ 

ガイドカ-ブ)二格正场敵曲繰を梗う三ビは通当さない.グルー 

e >グ法&、米勿杉びノ我の探救は、

X = - M88 久=一 Hみ ・/=/〃/冗

匕なった。(暖糾)こ对する的佥衆卷ばF宙、〃裁跟)

XX^D/«"\_z



Uむよう在不:な理ペ生じ、セのは、S狀の放夜傾二汙して凸 

曲練をあてはめ仁0め匕鬼?b允る,

5 ー狀曲繚のうち%ZiZん他殺・計尊が渡雜な上に•カラマッ 

で)よ満会丞、惠し、匕いえ>KこいNので、ヱ、では5ん戶地C曲 

繰を用いろ:z匕匕L杉。

げ5»し！^/'の曲は

*=K久好

で煮えさ沢、血辺ゆ奸數乞匕る匕・

% = K 十(Z洛Q M*

ヒなるかみ、な射(尸莎・& q=q 匕醬孑喜之ば

⑴〇)脩正指数曲繰wあろ»横語月ノ牢ゴ匕)こ測淀さ»〔ている疥 

ら、つによる最/［ゝ二乗帷定定和讯し栏"帰ク表の賀、件ビワい« 

今林Fセ气・奖ヾ、奸派・以7三定釜図を作る匕、閃、稔】二示 

才・うにム侦ん, Iだがってル京え状正会、/くポ上方塑「繰しな 

るニ、にが2bわゝる,針韓の紺果推定去、 は

/易水=/.^OSS- 3/〇’幺)(0.92。/)’

匕徐った。U朮わ、う求めら年令で' 匕の樹蕎捱柴偵.は歯ユ表拒よ 

びFCg. /の適リな Gomper七肖〇)曲線はさル涉で木く通4 Iて 

いろ,美測値がうの殘塞平方泥笑(推ー么尸｝^〇3〇 G .(/) 〇) < 

正指数曲線の222 1史比べる匕妙/ "で訪る。

-「迎、8 Gompe卜七夕 曲線,による.’算・也,樹"高

辱 令 4 U ん ク 8 ヲ /〇 〃

真人櫃r款し) 知 ク•必 人/。 ノg /•% 2/么 N必

/-2 々 /V /ぐ ノム /ク な 夕

メ会2 00 介Z^ 兮・ク8 &S ク・2

* -2/ • 22 R W 京ケ

S.26 £必 ラ・传 /〇疔 /"‘乡 /ノ逐 〃缶 ノユ•3/

2S 29 夕<2 9/

ノユ、ッ /一3。 /9.穴

『40 —

汉に分布福玄米浇する住g)二•年令ゴ、匕に21(豹ー那/を針 

算し、殘斐の標準譲差匕或勵株数ズ東めた,結果は境う奏亦よ 

心叫、! 9の海リで、ある。年令に对する榛準溟疙匕我勧•系数:由 

繚をプリーハンドで*$、さ、相互山』):Zよって、最約物ヒネ 

ヲ表の决な米淀しえ•

"b、ダ ガイK、力ーブつよわリの変動幅0米定

闿ヘ

年令 楝準誤差毎 吸勃様数Gv) >正偵おノ

〇 /クタ7,1 2ん/% 切 ノ k 771

夕 〇. 2/夕 »辺 々・/

6 ク・>クA クタクク

7 •クづクイ *5 ク・夕Q

8 2 Gヲ ク

q 以ルす Zgg "ぐ万

Z〇 クん5'ク 〇・ズル

// "クN夕 2.0 ククA/

12 ク次N 潔a ク8*

Q 点& キ歹 ¢♦72

以 /• 0 .ク コ办 /・・ク2

な ノ‘2Q〃 キ・2 //Q

仏 /K2 ノ知

/ク ノタ&夕・ ユダ / moi

石 / 5'〇/ 2/" / ma

夕 ノ、乎而 二^夕 Z <2^2/

次 /.夕M ノク空 / "クク

2 ノ /衣8 ノク.ラ X 9/ク

22 / g /んK /Xク

23 /S /U夕 / g"

逐 /.Qク /. / 站ノ/

/^a 以ノ /a/



2ム / ./ヲ 石ク /. —/

2) /勇ラ / -8/

25 /矣ヨ ノ・ 〇 /・ク"ク

習 /ク〇« //"

30 /ククク q /々す

9/ ノ・ク” 々グ /,ク丹ク

翳查林分の录侶林令获、 5V年だ’から、9ひ年の匕さの上層高 

W地花:酒教を定義する.

鲍也指数幻こ苗すろ七年の街篱え壯てし、 セ年、タQ年グ 

ガゝイドカープの值玄を,の〃匕寸る匕

二、で 兔: た年の腸正片

あ〇 ' _?つ犀の鹿正C

ゆにピ尹は

宇七=/七十R七・七

筋4•表)二地位指教ご、匕の夫・を示す。

二の歩うにして束协匚攵令ご、匕の街鬲を結欢匕・氏宇20の 

曲也墳歡曲娛舟六ら北る。二爪匕廿ムブ)レポイントの上層蒿っ 

溟I淀檀を场£休めて、そ浪治、刃Iの地也也教玄決定した。

久ポメントの林分精斐の因子占、よび、地従指数は舅/〇表ズ誼リ 

せ扬ろ。

へ争2—

忠ポインS地柢潑顷W靖也区子7<zb /〇

サンプ)レ 
和刃、

杯令 啊直径 と宿窗 妍り 
本敷

M致リ 
敵面ノ夏

加当り 
抻凍

ゆ鑽

年 c?/i 力 的 本 忘 が

ど 沁 2/N 以歹 /Q /ノク$ Qク ノy

ぐ む /&/ 小/ /々 ノ552 をノ /©N

<? 25 ノんっ Z5Lj? ざ・ 3 8& 3以 /Q

ク 舛 マ ノ /么S 以・恐 /0列 35/ ノ空

/ コ28 /g "ノ 泌・< /ク夂

/2 并 /Zク 々プ 彳/ "适 〇ノ ュあ' 々M

/〃 /ヲ寸 四・己 以ヲ 〃3〇 をぶ お、〇

ヲ 〇^ /妇 /3.S /$・ラ ノつ2 五.ヌ */ /衣

M2 "2 ノんで /2つ〇 ・ヨ〇 m.(? 夕u

2 グ/ "タ ノザ *.s 々"イ ョク・/ /閃

夕 34 /&么 ノノ 2 ダ〇ク 沙•2 m步 /&

// * 心 ノZ夕 夕£ ノ Qク 38.S 之を /3.N
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勺仏 ・多曲爍表の比鮫
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明・夕 /%, /4・だ仆カー 7初まあリの來朝幅の次定

年 令
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(2)茨恿上癢匕林:Kの広夏

林木・族畏(地位指数)冶士駭型、毋防、璀旗滅云•土壇ゆ 

誘忙輿'くの阕探は以、卞妗<に示す如くであつ泾庆 、 調査^莪ペ 

Dk'ので、結譎幼炫こめは今缓芳紫し危い。

/) 土塘里匕の阕缺 Be、8Wめ、ドぐの))則忙ぎー・於寿えら 

WIみ获、Bqについて)よ巾ぜない.

,1)丹林匕力惧株 混巻(七ヲセ)状Kろしく、砂必、決襖

义山爽は二用七っで。

却堆廣械g匕の阕保 蒲頂地形がよろしく、唾績地形は明 

らB匕曜い°

iv)询畛匕の昭探 沢廷・い、沢瑣つ凹又成华荷斜面が本クし

く,窿根斷の凸又に乎将斜面は窯い。

/)万枢匕の関孫 東斜面が、よラしく、画斜面疥窓し、。

yi) 土盛の理此苧柱匕の阕松 セ顧氷分の客1'为・が«'よく、置

換蚌荻七缶地枇う匕ごうに簽いように恩カれる.

◎)羌 槃

本対区は次辰明)二里育翔間、 西南風び卓卷し买狩甲野匕面す 

る盈间や音江出地のようほ郭应舉?は痔)二福帽自万痍向びあり、ー 

做ヒ嚴乾從土破の分布於大きい〇內座)こ入る匕知印Wつ顧制舟 

少くはるボゝ被地形纲)こ北東画(K))南西函)二歩か多土壤の分布 

ボ大きい撅同舟ある。

水舟ろ輙柱土壌のあ布すう地帶は連気注成一敝に志孑しひよ 

うさ、題や遍J性に願く表壕勿为菸林水星杳［二將・通であうよう)c冕 

徴け丹カ〔石.

へ的〜



".今後)二殘さ爪E閔奏

/、地征管数勿蕙寒の樣封。

2、塞夹地压ゆ強分く冬分区正走力の謁拳マ

W.欢愆度謁查遞実濾謳

/、樹建 トドマッ

2、姓 垓 才木一ック斜面版横区 無!走、雄錢、。

S・から〔' 此都北却趙地区のトド、 マッの炎技匕土壌生彦力の究
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w 左・ 芋碧地区のトドマツ部心诲量
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